
 
 

経済学部の教育理念・教育目的・養成する人材像・ＤＰ 

１．教育理念 

岡山大学経済学部は，経済学・経営学・会計学に関する専門教育，および幅広い知的関心と豊か

な人間性を慈養する教養教育を通して，社会に存在する諸原理への理解力と社会で活躍するための

実践力を備えた人材を養成し，本学の理念である「高度な知の創成と的確な知の継承」に貢献しま

す。その実現に向けて，以下のような養成する人材像を設定し，教育に取り組みます。 

２．教育目的 

経済学・経営学・会計学に関する専門的な学術知識を教授するとともに自ら研究することを促し，

現在および将来の社会的要請に応えうる人材を育成することを目的とする。 

３．養成する人材像 

(1) 冷静かつ柔軟な思考を修養し，社会が直面する多様な課題に積極的・意欲的に取り組むことが

できる人材。 

 

(2) 経済学・経営学・会計学の専門知識と諸現象・事象の分析手法を修得し，それらを的確に実践

することによって，国内外の企業，官公庁，NPO・NGO 等の組織で活躍できる人材。 

 

(3) 高度な外国語能力とコミュニケーション能力を有し，グローバル社会で活躍できる人材。  

 

(4) 高度専門職業人（公認会計士，税理士，ファイナンシャル・プランナー等），高等学校教員（商

業科担当），研究者を目指して大学院に進学する人材。 

  



 
 

4．経済学部ディプロマポリシー（ＤＰ） 

ディプロマポリシーとは，教育の基本的目標を，学生が大学を卒業するときの到達水準として示

した学位授与の方針のことです。 

【教養1】 

人間性に富む幅広い教養 

持続可能な開発目標（SDGｓ）が標榜する多様性と包摂性のある社会実現のために，一人の社会

人として，人間と社会，自然と生命に関する諸課題に対して，主体的に関わっていくことができ

る豊かな人間性に富む幅広い教養を身につけている。 

【教養2】 

専門性を支える深い教養 

経済・経営・会計の専門性を活かすために必要な，人間や社会に対する関心と理想を有し，論理

的な思考と大局的な判断ができる深い教養を身につけている。 

【専門性】 

経済・経営に関する専門的な分析力と応用力 

経済・経営・会計の専門知識に基づいて，社会が直面する多様な課題を発見・分析し，解決する

ための的確な応用力を身につけている。 

【情報力】 

情報を収集し効果的に活用できる能力 

必要とされる情報を収集・選択・分析し，その成果を適切かつ効果的に活用・発信する能力を身

につけている。 

【行動力】 

時代と社会をリードする行動力 

グローバル化と共生の時代にふさわしい国際感覚と言語・コミュニケーション能力を修得し，地

域や国際社会，諸組織をはじめ，多様な人間・社会関係においてもそこに関与する人々を積極的に

リードする行動力を身につけている。 

【自己実現力】 

自己実現に向けて専門的知識を生かし目標を追求する力 

将来にわたって主体的・持続的に学ぶ姿勢を維持し，修得した専門的知識を生かして自己の目標

実現に向けて歩み続けることができる能力を身につけている。 


